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特
　

集

令和６年能登半島地震災害義援金 能美市に寄せられた義援金（２月７日～３月５日）

総額　1,145,381 円

■市役所受付分　日本赤十字社能美市地区

● 25 件　875,916 円　●募金箱　39,128 円

　 合計　915,044 円

■能美市社会福祉協議会受付分　石川県共同募金会

●６件　219,135 円　 ●募金箱　11,202 円

  合計　230,337 円

多くの義援金をお寄せいただきありがとうございます。

紙面の都合により、氏名などの掲載は控えさせていただきます。

お預かりした義援金は、石川県を通じて被災者の皆さまにお届けします。

義援金は随時受け付けています。

詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 /福祉課（☎ 58‐2230 FAX 58‐2294）
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の
み
バ
ス
が
新
ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
で
運
行
ス
タ
ー
ト

新
ワ
ゴ
ン
車
両
が
里
山
地
域
を
毎
日
走
行

　

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
が

県
内
全
線
開
業
す
る
３
月

16
日
か
ら
、
の
み
バ
ス
の

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
を
改
正

し
、
鉄
道
と
の
接
続
や
市

内
移
動
の
利
便
性
が
向
上

し
ま
し
た
。

　

ま
た
更
新
時
期
を
迎
え

た
車
両
１
台
を
ワ
ゴ
ン
車

両
(
利
用
定
員
12
人
)
に

更
新
し
、
循
環
ル
ー
ト
「
坪

野
方
面
」「
鍋
谷
方
面
」
の

運
行
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

新
車
両
は
全
て
座
席
と

な
っ
て
お
り
、
従
来
の
バ

ス
車
両
よ
り
小
型
化
し
た

こ
と
で
、
積
雪
な
ど
で
狭

く
な
っ
た
道
路
を
運
行
す

る
際
の
安
全
性
が
向
上
し

ま
し
た
。

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
が
福
島
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
に
進
出

令
和
８
年
度
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
複
合
商
業
施
設
を
整
備
予
定

寺
井
消
防
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新

全
国
の
災
害
に
派
遣
す
る
緊
急
消
防
援
助
隊
に
登
録

　

配
備
か
ら
12
年
が
経
過

し
た
寺
井
消
防
署
の
高
規

格
救
急
自
動
車
を
更
新
し

ま
し
た
。

　

新
車
両
は
、
よ
り
安
全

な
救
急
搬
送
を
行
う
た
め

自
動
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
し
、

サ
イ
レ
ン
の
音
に
連
動
し

て
赤
色
灯
の
光
量
が
変
化

す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ー
コ
ン

を
搭
載
し
、
緊
急
走
行
時

の
一
般
車
両
か
ら
の
視
認

性
を
高
め
、
安
全
な
緊
急

走
行
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
車
内
に
は
自
動
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
や
携
帯

型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
付

除
細
動
器
な
ど
の
救
急
救

命
士
に
よ
る
高
度
な
処
置

が
行
え
る
救
急
救
命
資
機

材
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

防
衛
省
補
助
金
(
民
生
安
定
助
成
事
業
)

を
活
用
し
て
整
備
し
ま
し
た

更
新
し
た
高
規
格
救
急
車

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
福

島
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
(
福
島

町
)
へ
の
進
出
を
表
明
し
、

２
月
19
日
、
北
陸
支
社
の

石い
し

野の

信し
ん

治じ

支
社
長
ら
が
市

役
所
を
訪
れ
、
進
出
表
明

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
万
２
０
７
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
ス
ー

パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

飲
食
店
、
物
販
店
な
ど
が

集
積
し
た
複
合
商
業
施
設

を
整
備
す
る
計
画
で
、
令

和
８
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

石
野
支
社
長
は
「
地
域

に
喜
ば
れ
、
活
力
に
な
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
は
「
企
業
誘

新任医師着任

福島こども園

至金沢

至小松

同じ電子カルテを導入する「かかりつけ医」との間で、既往歴

や診療歴、検査などの一部の情報の共有化が図られることで、

重複する検査の回数が減り、速やかな診察や治療につなげてい

きます。

外来の「健診室」を「健診センター」として北棟１階に移転し、機能と内容を拡充しスタートします。

「健診から始める健康づくり」をモットーに、市民の皆さまの健康づくりをお手伝いします。

■全身がん検査導入

全身のがんのリスクを一度の撮影で

チェックできる２種類の検査を導入

します。

PET 検査

（公立松任石川中央病

院との広域医療連携）

DWIBS 検査（MRI）

健診センターを開設

■特定保健指導の実施

専用アプリで保健師による個

別の保健指導が受けられます。

必要な治療にスムーズにつな

げることができます。

■健診結果をスマホで閲覧

健康診断や人間ドックの総合判定や各

検査の判定、画像などを閲覧できます。

デジタルを活用した地域医療連携体制の強化と診療機会の充実

新たな２つの取り組み

　「能美スマートインクルーシブシティ」の実現に向け、デジタルを活用した地域医療連携体制の強化と診療機会の

充実を図ります。
■能美市共通電子カルテ基盤による　

　更なる病診連携推進

■オンライン診療を開始

詳しくは

広報のびのび

春号
をご覧ください

能 美 市 立 病 院 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ能 美 市 立 病 院 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

１

２

病院への移動などが困難な方や慢性疾患などがある方の診療機

会の確保のため、情報通信機器を用いた「オンライン診療」を、

自宅や公民館などを会場にモデル事業として実施していきます。

４月～

令和５年

10 月～
・自宅

令和６年度

モデル事業
・公民館など

４月～ ４月～ ４月～

問/健診センター（☎ 55‐2310 FAX 55‐2311）

問/能美市立病院（☎ 55‐0560 FAX 55‐0815）

広報のみ２月号２ページの「令和６年能登半島地震」記事の文中にある

「市内に自主避難所を最大 19 か所開設しました」との記載につきまして、誤りがありました。
お詫びと訂正

市内で開設した自主避難所は、最大 17 か所でした。表記の誤りについて、お詫びし訂正します。

能美市共通電子カルテ基盤による能美市共通電子カルテ基盤による

病病、病診ネットワーク

医師会

能美市立病院

病院

クリニック
（かかりつけ医）
ク

自宅 公民館など

オンライン診療オンライン診療

内科、整形外科、眼科に新しい常勤医師が着任します。

病

・共通電子カルテを導入

里山をイメージさせる国造ゆずなどをあしらっ

たデザイン

致
や
移
住
定
住
の
勢
い
を

加
速
さ
せ
る
。
市
と
し
て

も
し
っ
か
り
支
援
し
て
い

く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
進
出
決
定
に
よ

り
、
令
和
元
年
度
か
ら
造

成
に
着
手
し
た
福
島
グ
ラ

ン
パ
ー
ク
は
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

石野信治支社長（左）と井出市長

※病病：病院間、病診：病院とクリニック間
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金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
九
谷
焼
の
新
た
な
魅
力
を
発
信

九
谷
焼
作
家
が
絵
付
け
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
展
示

　

３
月
８
日
、
仏
大
寺
町

地
内
で
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り

発
生
し
た
輪
島
市
の
大
規

模
火
災
を
教
訓
に
、
消
防

水
利
が
不
足
す
る
状
況
下

や
土
砂
な
ど
に
よ
り
道
路

が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
震

災
時
の
消
防
活
動
の
困
難

な
状
況
を
想
定
し
ま
し
た
。 　

ド
ロ
ー
ン
の
高
性
能
カ

メ
ラ
を
使
用
し
た
状
況
の

把
握
、
水
陸
両
用
バ
ギ
ー

に
小
型
ポ
ン
プ
や
消
防

ホ
ー
ス
な
ど
を
積
載
し
悪

路
を
走
破
し
た
先
行
初
期

消
火
活
動
、
自
然
水
利
を

利
用
し
た
各
隊
の
遠
距
離

に
よ
る
中
継
送
水
に
よ
る

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
孤
立
集
落
の
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

遠
距
離
中
継
送
水
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　

３
月
６
日
か
ら
17
日
に

か
け
て
、
金
沢
21
世
紀
美

術
館
で
、
九
谷
焼
作
家
が

絵
付
け
し
た
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
シ
リ
ー
ズ
や
九
谷
焼
ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、
初
お
披

露
目
と
な
る
星
の
カ
ー

ビ
ィ
18
点
な
ど
、
多
種
多

様
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
九

谷
焼
グ
ッ
ズ
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

作
家
か
ら
直
接
教
わ
る

絵
付
け
体
験
は
大
好
評
で
、

ま
た
最
終
日
に
は
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
ゼ
ロ
が
登
場
し
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

合
計
１
万
１
３
２
６
人

が
来
場
し
、
来
場
者
は
能

美
市
が
誇
る
伝
統
工
芸
九

谷
焼
の
魅
力
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

遠
距
離
中
継
送
水
に
よ
る
消
火

活
動

　

２
月
25
日
、
北
村
し
す

ヱえ

さ
ん
(
新
保
町
)
が
め

で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
、
お
祝
い
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
村
さ
ん
は
工
場
勤

務
と
農
作
業
を
し
な
が

ら
、
お
ひ
と
り
で
お
子
さ

ん
２
人
を
育
て
て
い
ま
し

た
。
娘
さ
ん
は
「
大
変
な

と
き
に
は
い
つ
も
前
向
き

な
言
葉
と
行
動
力
で
家
族

を
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
の
生
き
方
が
私

た
ち
兄
妹
の
道
し
る
べ
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

現
在
は
施
設
に
入
所
さ
れ

て
お
り
、「
施
設
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
大
変
良
く
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
感

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

祝
百
寿
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

北
村
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
ご
寄
附

の
み
電
子
図
書
館
に
新
た
に
電
子
書
籍
３
４
５
冊

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
(
粟
生
町
)
か

ら
、
の
み
電
子
図
書
館
の

蔵
書
の
充
実
を
図
る
た
め
、

２
２
２
万
６
７
５
０
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
ハ
ウ
メ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
で
、
井
出
市
長
が
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
「
の
み
電
子

図
書
館
」
の
電
子
書
籍

３
４
５
冊
分
の
購
入
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。

左
か
ら
清
水
靖
夫
管
理
部
長
、

ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
代
表

取
締
役
社
長
、
井
出
市
長

防
災
士
の
北
村
さ
ん
が
県
知
事
表
彰
受
賞
を
報
告

市
防
災
士
連
絡
協
議
会
発
足
当
初
か
ら
役
員
と
し
て
活
動

　

２
月
28
日
、
令
和
５
年

度
石
川
県
自
主
防
災
組
織

等
知
事
表
彰
の
防
災
士
部

門
を
受
賞
し
た
北
村
達た

つ

也や

さ
ん
(
中
ノ
江
町
)
が
井

出
市
長
に
受
賞
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
域
の

防
災
力
向
上
に
貢
献
し
た

自
主
防
災
組
織
や
防
災
士

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
は
市
防
災
士
連
絡

協
議
会
の
副
会
長
を
務
め

て
お
り
、
根
上
地
区
の
防

災
士
な
ど
が
横
の
つ
な
が

り
を
創
出
す
る
た
め
の
意

見
交
換
会
を
企
画
す
る
な

ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
村
さ
ん
は
「
防
災
士

の
役
割
は
平
時
に
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
。
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 のみ電子図書館

左
か
ら
防
災
士
連
絡
協
議
会
会
長

の
本
村
康こ

う

二じ

さ
ん
、
北
村
さ
ん
、

井
出
市
長

来
場
者
１
万
人
目
の
柴
田
さ
ん
一
家

毎
月
15
日
は
「
ふ
れ
あ
い
あ
い
さ
つ
デ
ー
」

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
は
山
本
由
奈
さ
ん
の
作
品
に
決
定

　

「
能
美
市
豊
か
な
心
を
育

む
市
民
会
議
」
は
、
毎
月

15
日
を
「
ふ
れ
あ
い
あ
い

さ
つ
デ
ー
」
と
し
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
あ
い
さ
つ
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
は
山

本
由
奈
さ
ん
(
辰
口
中
)

の
作
品
で
す
。

　

朝
の
登
校
時
間
に
子
ど

も
た
ち
へ
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

沖
縄
県
恩
納
村
と
教
育
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
で
連
携

　

２
月
19
日
、
沖
縄
県
恩お

ん

納な

村そ
ん

教
育
委
員
会
と
能
美

市
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
教

育
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学

(
Ｏオ

イ

ス

ト

Ｉ
Ｓ
Ｔ
)
と
北
陸
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

(
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
)
が
「
学
術

協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
」

を
締
結
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
恩
納
村
と
能
美

市
の
教
育
に
関
す
る
交
流

事
業
を
開
始
す
る
も
の
で

す
。

　

教
育
に
関
す
る
相
互
の

交
流
や
連
携
を
行
う
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
夏
に
は

市
内
中
学
生
の
希
望
者
に

よ
る
恩
納
村
へ
の
研
修
派

遣
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

能
美
市
吉
原
釜
屋
町
土
地
区
画
整
理
組
合
が
設
立

新
た
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
始
動

　

１
月
31
日
付
け
で
設
立
の
認
可

を
受
け
た
「
能
美
市
吉
原
釜
屋
町

土
地
区
画
整
理
組
合
」
が
２
月
25

日
、
第
１
回
総
会
を
吉
原
釜
屋
町

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
住
宅
地
・
工
業
地
の
土

地
利
用
を
計
画
し
て
お
り
、
市
の

補
助
金
を
活
用
し
、
区
画
道
路
の

整
備
や
既
存
道
路
の
拡
幅
整
備
な

ど
を
行
い
、
宅
地
の
利
用
を
促
進

す
る
市
街
地
の
造
成
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

施行箇所（施行面積：約 2.68 ヘクタール）

左
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
寺
野
学
長
、

恩
納
村
宜ぎ

志し

富と
み

教
育
長
、
木
下
教

育
長
、
井
出
市
長


